
1

第３回懇話会 補足資料

－水道料金体系・制度に関する会議－

平成３０年１０月１日

堺市上下水道局 経営企画室
堺市上下水道局

マスコットキャラクター
『すいちゃん』

資料５
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課題②資料：単価別使用水量の推移（堺市）【再掲】

受水費（72円）、給水原価（153.8円）割れの水量⇒71.4%

40円 125円 185円 230円
275円

310円
325円

335円125円

単価

低単価の使用水量の増加
（給水量が同じでも）
従量料金収入が減少

⇒人口減少期、世帯の小口化に即した料金体系へ
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第3回懇話会の質問事項

料金収入等に占める大口需要者の割合は質問１
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料金収入等に占める大口需要者の割合（平成27年度）

「大口需要者」⇒ 501m3/月以上の使用者とする

質問１回答

⇒負担の公平性の観点からも、逓増度の緩和が課題

約7,800万m3 約1,000万m3

約113億円 約31億円

※給水栓数ベース
約500／34.1万栓

うち公共施設：約120施設
（区役所・学校等）


